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ＫＰＩ
目標値

（達成時期）

ＫＰＩの進捗

実績値
（時点）

区分 次回の把握時期と今後の方針

第
一
階
層

反映を開始した対象業務

23業務全てに
ついてできる限
り集中改革期
間中に導入を

目指す

１８業務 A

・ 図書館、博物館、公民館、児童
館等管理の４業務については、地
方団体の意見等を踏まえて導入を

見送り。
・ 窓口業務については、引き続き

検討。

第
二
階
層

歳出効率化の成果（事後的に検証す
る指標）

－ － N

○ 「業務改革モデルプロジェクト」
によるBPR実施団体が試算・公表
した歳出効率化効果は、窓口業務
改革実施後の実績ベースで把握・

公表する予定。
○ 「業務改革モデルプロジェクト」
実施団体以外の自治体についても、
窓口業務改革実施後の実績ベー
スで把握できる歳出効率化効果に
ついては、一覧にまとめて公表す

ることを検討。

重要課題：地方交付税をはじめとした地方の財政に係る制度の改革

改革項目：②先進的自治体の経費水準の基準財政需要額算定への反映等

改革工程
改革工程の進捗

計画期間中の進捗 今後の進展について

歳出効率化に向けた業務改革で他自
治体のモデルとなるようなものを基準
財政需要額の算定に反映（自治体へ
の影響等を考慮しつつ、複数年にか
けて段階的に反映）
地方行政サービス改革に係る調査に
よって把握することとしている自治体
の業務改革のうち、単位費用に計上さ
れている全ての業務（23業務）を検討
対象とし、16業務については2016年度
に導入するとともに、7業務については
課題等を検討し、2017年度以降可能
なものから導入

2017年度においては、2016年度から導入した１６
業務について、段階的な反映における２年目の見
直しを実施するとともに、青少年教育施設管理業
務、公立大学運営業務について、新たにトップラン
ナー方式を導入し、段階的な反映における初年度
の見直しを実施。
（順調）

自治体への影響等を考慮し、引き続き、
段階的に反映。

青少年教育施設管理業務、公立大学
運営業務について、基準財政需要額
の算定に反映開始

2016年度地方行政サービス改革に係
る調査結果等を踏まえ、2018年度対
象業務について方針を検討、決定す
る。

図書館、博物館、公民館、児童館等管理の４業務
については、地方団体の意見等を踏まえて導入を
見送り。
窓口業務については、引き続き検討。（順調）

窓口業務に係る2018年度の対応につい
て方針決定。

ＫＰＩの状況

改革工程の進捗状況
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重要課題：地方交付税をはじめとした地方の財政に係る制度の改革

改革項目：②先進的自治体の経費水準の基準財政需要額算定への反映等

改革工程
改革工程の進捗

計画期間中の進捗 今後の進展について

地方税の実効的な徴収対策を行う自
治体の徴収率を標準的な徴収率とし
て基準財政収入額の算定に反映

（自治体への影響等を考慮しつつ、
複数年にかけて段階的に反映）
上位３分の１の自治体が達成している
徴収率（過去５年平均）を標準的な徴
収率として算定

上位３分の１の自治体が達成している標準的な徴
収率について、2016年度から基準財政収入額の
算定に反映開始。自治体への影響等を考慮しつ
つ、2020年度までに段階的に反映。
（順調）

引き続き、段階的に反映。

2017年度分の普通交付税を算定
ホームページで公表した内容（先進的
な取組、トップランナー方式導入の趣
旨、経費の算定基準等）を更新し、トッ
プランナー方式に関する周知を推進

トップランナー方式の取組内容について、2017年
度算定を踏まえた内容に更新してホームページで
公表済み。
（順調）

改革期間を通じ、同様の取組を実
施。

ＫＰＩの状況

改革工程の進捗状況

ＫＰＩ
目標値

（達成時期）

ＫＰＩの進捗

実績値
（時点）

区
分

次回の把握時期と今後の方
針

第
一
階
層

反映を開始した対象業務【再掲】

23業務全てに
ついてできる限
り集中改革期
間中に導入を

目指す

１８業務 A

・ 図書館、博物館、公民館、児
童館等管理の４業務については、
地方団体の意見等を踏まえて

導入を見送り。
・ 窓口業務については、引き続

き検討。

第
二
階
層

歳出効率化の成果（事後的に検証す
る指標）【再掲】

－ － N

○ 「業務改革モデルプロジェク
ト」によるBPR実施団体が試算・
公表した歳出効率化効果は、窓
口業務改革実施後の実績ベー

スで把握・公表する予定。
○ 「業務改革モデルプロジェク
ト」実施団体以外の自治体につ
いても、窓口業務改革実施後の
実績ベースで把握できる歳出効
率化効果については、一覧にま

とめて公表することを検討。
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ＫＰＩ
目標値

（達成時期）

ＫＰＩの進捗

実績値
（時点）

区分
次回の把握時期と今後の方

針

第
一
階
層

- - - - -

第
二
階
層

- - - - -

重要課題：地方交付税をはじめとした地方の財政に係る制度の改革

改革項目：③地方財政制度の改革に係る経済効果の検証

改革工程
改革工程の進捗

計画期間中の進捗 今後の進展について

総務省に基礎データの収集状況を確
認した上で、財政効果・経済効果を検
証

内閣府において、経済効果の検証手法について
検討し、第５回国と地方のシステムWG（29年4月）
において、仮試算結果を公表。
今後、総務省から基礎データの提供を受け、当該
データを活用して、財政効果を推計した上で、年度
内に経済効果を検証。（順調）

改革期間を通じ、引き続き検証

自治体の頑張りを多面的に評価する
経済指標について、最新の数値を収
集し、都道府県、市町村別にホーム
ページで公表

昨年度までの検討を踏まえ、第５回ＷＧ（29年４

月）において、「主たるモニタリング指標」とされた

指標等について、年度内に「見える化ＤＢ」に収録

する。（順調）

改革期間を通じ、引き続き実施

ＫＰＩの状況

改革工程の進捗状況
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